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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文は、砂浜海岸における汀線の前進過程中における次のような地形変化里すなわち曾バーの

岸方向への移動ヨバームの形成守ビーチ1カスプの発生などについて里作用力である波浪の特性と

構成物である砂粒子の粒径とを要因とする観点に立って定量的な説明を試みたものである。説明に

あたっては現地（茨城県那珂海岸）での試画資料の収集に努めラあわせて水檜実験を採用した。内

容の要点は次のようである。

（1）砂浜海岸の砕波点の海底に形成されているバー（in鵬ζbar）の岸方向への移動は（H。）m、、／gT2m、、

　＜20D／（H。）㎜、という条件が満たされているときおこる。その移動速度はV＝2×10－1（WD／b）

　（Hb／D）3によってあらわすことができる。

（2）バームはヲ水槽では1xlo凹3≦H．／gT2≦7x10■3とH。／gT2≦D／H。とが満たされるとき。現地

　海岸では3・5D／亘。≦亘。／9T2≦亙O　D／亘。が満たされるとき形成され乱そのバーム表面は1水檜1

　現地海岸の区別なくヨB、筥O．125敢（9T2）％によってあらわされる高さ（B、：平均海水面からバー

　ム最高点までの鉛直距離）に達しヨ砂粒子の粒径とは無関係である。

（3）ビーチ1カスプは亘。／gT2≦9D／亘。の条件下で発生しラかつその形態が維持され，亘。／gT2之9

　D／亘。では消減する。ビーチ宙カスプの波長λはスオッシュ1レングスS。に密接に関係すると考

　えヨ水檜実験ラ現地海岸それぞれについてS1の推算を試み害その結果とλとの関係をみたところ事

　水槽㊤現地海岸の区別なく，非常に高い相関でλ筥亙．5S1という簡単な関係が得られた。
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　以上のようにしてヨ砂浜海岸の汀線前進過程でおこる主要な地形変化諸現象は、汀線付近におけ

る波と砂粒の挙動を地形営力論的に考察することにより。定量的に説明することができる。

審　　査　　の　　要　　旨

　砂浜海岸の地形のサイクリックな変化についてはヨ世界各地の現地海岸を対象として最近とくに

研究が進みラその概要が明らかになりつつある。しかしラその地形変化に随伴して生ずるより小規

模な地形についてはヨなお記載的ラ定性的な説明を試みる域を脱していない。本論文はこの問題に

挑戦した、極めて先鋭的な試みということができる。とくにビーチ画カスプを扱った部分にその特

色が最も鮮明にあらわれている。

　従来からビーチ1カスプについては極めて多数の報告がありうその形成のダイナミックな説明を

試みたものも少なくはないが成功した例はない。これに対して争著者はまずヨ汀線の前進1後退に

関与する最も基本的な要因の関係式を現地で測定し得る形に変形することに成功し，次いで曾現地

海岸での注意深い観察からラビーチ1カスプは汀線の後退過程ではなく，前進過程でのみ形成され

る地形であることを確めたことはこの地形の新らしい説明にとって極めて重要であった。その結果

は，ビーチ1カスプの発生1消減が砕波波高。波の周期雪砂粒子の粒径の3つの要因に支配される

ことを明確に示すことに繋がっているし，さらにヨビーチ1カスプの波長についても，エッジ1ウェ

イブとの関係が深いという従来の説明を退けうスオッシュ田レングスとより密接な関係にあること

を指摘する基盤ともなっている。

　このほかラバーの移動，バームの移動、バームの形成に関してもう従来説明し得なかった点を明

快に説明することに成功しておりヨ海岸地形学の発展に対する貢献はきわめて大きいと認められる。

　よってヨ著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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